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 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

26 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

27 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

28 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

29 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

30 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

26 日（月） 27 日（火） 28 日（水） 29 日（木） 30 日（金） 

チキンカツ 

和風おろしポン酢 

サバ煮つけ ハヤシライス 
チキンの 

チリソースかけ 
照焼きチキン 

※28 日（水）３時限目終了の休み時間にクロワッサンサンド・おにぎりを販売します。 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～そうそう。「大丈夫！」って答える生徒、たいがい大丈夫じゃない（^^）～ 

靴下 

 とりとめのないお話で恐縮なのですが…。先日自宅で部屋の片づけをしてお

りまして、靴下の整理に取り掛かった時の悲劇です。仕事用の黒靴下が、全部

で 20足程度はあるのでしょうか、勢いよく引き出しの中身を全部ひっくり返し

たこともあり、ばらばらになったその靴下の右と左をマッチングさせる作業を

始めたのです。すると何ということでしょう！どんなに頑張ってもパートナー

が見つからない靴下が余ってしまうではありませんか！ 

 

 それどころか、マッチングが成立したはずのパートナー同士も、よく見ると

微妙に丈が違っていたり、黒と思っていたものがほんの少し紺色がかっていた

りと、これまた各々がミスマッチなのです。結局最初から全部やり直すのです

が、それを何回繰り返しても必ず違う組み合わせが一足ずつ余ってしまうよう

な、とても滑稽な時間帯に突入したのです。心が折れました（笑） 

 

 結局は、その微妙な違いの組み合わせでも「まぁいいか」と言う究極の開き

直りで作業終了となりました。細かいことを完璧に求めたら、どうしても組み

合わされない靴下が残ってしまうのです。ならば、それでもいいと割り切るし

かありません（汗）。不安そうだった靴下たちは、ようやく各々の仲間と一緒に

引き出しの中にしまわれていきました。 

 

少々の不一致があっても、靴下は靴下です。目を凝らして見て初めて気付く

程度の違いなら、履いていても別段不都合は感じません。人間関係も相手に完

ぺきを求めたらずっとすべてが心地良い友人関係など生まれないのかもしれま

せんね。お互いの違いを許せる寛容さ、大切ですよね。 


